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(57)【要約】
【課題】ロール状の電解質膜の両面に触媒層と拡散層か
らなる電極層が連続して形成されてなる膜電極接合体に
おける、触媒層が形成されていない電解質膜耳部分を適
切に処理して、電解質樹脂による端部ガスケットを形成
する。
【解決手段】ロール状の電解質膜１の両面に触媒層２と
拡散層３からなる電極層が連続して形成されてなる膜電
極接合体５における触媒層２が形成されていない電解質
膜耳部分１ａを処理するに当たり、電解質膜耳部分１ａ
に対となる折り込みブレード１０ａ，１０ｂを挿入して
電解質膜耳部分１ａの折り込みを行い、折り込みブレー
ド１０ａ，１０ｂの間に切断ブレード２０を挿入して電
解質膜耳部分１ａを切断するとともに、折り込まれた電
解質膜耳部分１ａを加熱溶融して膜電極接合体５の端部
ガスケット６として加工する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロール状の電解質膜の両面に触媒層と拡散層からなる電極層が連続して形成されてなる
膜電極接合体における触媒層が形成されていない電解質膜耳部分の処理方法であって、
　前記電解質膜耳部分に対となる折り込みブレードを挿入して電解質膜耳部分の折り込み
を行う工程と、
　対となる折り込みブレードの間に切断ブレードを挿入して電解質膜耳部分を切断する工
程と、
　折り込まれた電解質膜耳部分を加熱溶融して膜電極接合体の端部ガスケットとする工程
と、を少なくとも含むことを特長とする電解質膜耳部分の処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ロール状の電解質膜の両面に触媒層と拡散層からなる電極層が連続して形成
されてなる膜電極接合体における触媒層が形成されていない電解質膜耳部分の処理方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば固体高分子型燃料電池を構成する膜電極接合体では、両極間での短絡を防ぐため
に、電解質膜に、触媒層が形成されていない電解質膜耳部分を形成し、その部分をガスケ
ット剤で埋め込んでシール部とする構造がとられる。しかし、他の部材のガスケット剤を
用いる場合、電解質膜とガスケット剤との間に界面が形成され、シール破壊を起こす可能
性がある。その不都合を解消するために、特許文献１には、前記電解質膜耳部分に電解質
樹脂による所定高さのシール用リブを一体成形するようにした膜電極接合体の製造方法が
記載されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－０５９９２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、電解質膜耳部分にシール破壊を起こすことのない電解質樹脂によるシール部
を形成することのできる、電解質膜耳部分の新たな処理方法を開示することを課題とし、
特に、ロール状の電解質膜の両面に触媒層と拡散層からなる電極層が連続して形成されて
なる膜電極接合体における、触媒層が形成されていない電解質膜耳部分を適切に処理して
、電解質樹脂による端部ガスケットを形成するための新たな処理方法を開示することを課
題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、ロール状の電解質膜の両面に触媒層と拡散層からなる電極層が連続して形成
されてなる膜電極接合体における触媒層が形成されていない電解質膜耳部分の処理方法で
あって、前記電解質膜耳部分に対となる折り込みブレードを挿入して電解質膜耳部分の折
り込みを行う工程と、対となる折り込みブレードの間に切断ブレードを挿入して電解質膜
耳部分を切断する工程と、折り込まれた電解質膜耳部分を加熱溶融して膜電極接合体の端
部ガスケットとする工程と、を少なくとも含むことを特長とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、ロールから分離して枚様の膜電極接合体を得る過程で、裁断と並行し
て、触媒層が形成されていない電解質膜耳部分に加熱処理を施し、電解質樹脂からなる膜
電極接合体の端部に端部ガスケットを形成することができるので、膜電極接合体の連続製
造プロセスを簡素化することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面を参照しながら、本発明を実施の形態に基づき説明する。図１は本発明によ
る電解質膜耳部分の処理方法の第１の形態を説明する図であり、図２は本発明による電解
質膜耳部分の処理方法の第２の形態を説明する図である。
【０００８】
　図１において、１は帯状の電解質膜であり、図示しない送り装置で送られることにより
、図示しない原反ロールから巻き出される。巻き出されてくる帯状の電解質膜１の両面に
は、従来知られた方法により、所定距離ａをおいて触媒層２およびガス拡散層３が順次積
層されて電極層が形成される。それにより、図１（ａ）に示すように、帯状の電解質膜１
には、複数個の膜電極接合体５が距離ａをおいて連続して形成されることとなり、隣接す
る膜電極接合体５，５の間には、前記距離ａに相当する長さの触媒層２等が積層されてい
ない電解質膜部分が存在するようになる。この触媒層２等が積層されていない電解質膜部
分を、本発明では、「電解質膜耳部分１ａ」という。
【０００９】
　本発明の方法を実施する装置において、連続する膜電極接合体５を形成する過程におい
て前記電解質膜耳部分１ａが位置することとなる部位には、一対の折り込みブレード１０
ａ，１０ｂと、該一対の折り込みブレード１０ａ，１０ｂの間に位置する切断ブレード２
０を備えている。図１に示す例において、各折り込みブレード１０は、電解質膜耳部分１
ａを挟んで位置する２枚の板部材１１，１１を有する。２枚の板部材１１，１１は電解質
膜耳部分１ａを挟んで上下に離間した位置と、互いに交叉する位置との２位置を選択的に
取り得るようにされているとともに、適宜の手段によりそれ自体が電解質膜１の溶融温度
以上の温度に加熱されるようになっている。また、切断ブレード２０も、電解質膜耳部分
１ａの下方に退避した位置と、電解質膜耳部分１ａを越えて上昇した上昇位置との２位置
を選択的に取りうるようにされている。場合によっては、切断ブレード２０にも加熱手段
を備えてもよい。
【００１０】
　電解質膜耳部分の処理を開始するに際し、図示しない制御機構を操作して、図１（ａ）
に示すように、折り込みブレード１０ａ，１０ｂの板部材１１，１１および切断ブレード
２０を、前記電解質膜耳部分１ａに近接した位置に移動させる。その状態で、帯状の電解
質膜１の送り装置の送りを開放した状態とし、図１（ｂ）に示すように、折り込みブレー
ド１０ａ，１０ｂにおける上下に隔離している板部材１１，１１とを、互いに交叉する位
置まで移動させる。それにより、電解質膜耳部分１ａは、その２箇所において折り込まれ
た状態となる。
【００１１】
　次に、切断ブレード２０を、図１（ｂ）に示す電解質膜耳部分１ａの下方に退避した位
置から、図１（ｃ）に示す電解質膜耳部分１ａを越えて上昇した上昇位置まで、移動させ
る。その移動により、電解質膜耳部分１ａの折り込みブレード１０ａ，１０ｂの間に位置
する部分は、上方に持ち上げられるとともに、その過程で切断される。移動とともに板部
材１１，１１を加熱する。必要な場合には、付加的に局所加熱できる加熱手段３０を折り
込み部の近傍に配置し、さらに加熱する。電解質膜耳部分１ａが溶融した時点で、板部材
１１，１１を元の位置に引き抜く。加熱手段３０としては、マイクロ波による加熱手段、
赤外線による加熱手段などが好ましい。
【００１２】
　それにより、加熱により、電解質膜耳部分１ａは溶融して、図１（ｄ）に示すように、
それぞれの膜電極接合体５の端部、すなわち触媒層２およびガス拡散層３が順次積層され
て構成される電極層の端部を、シールした状態で覆うようになる。すなわち、別途ガスケ
ット剤を用いることなく、電解質膜耳部分１ａは加熱溶融されて膜電極接合体５の端部ガ
スケット６として加工される。さらに、加熱の度合いにより、ガスケット化した電解質の
物性を変化させることも可能であり、所望の高いガスケット機能を保持させることもでき
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る。最後に、切断ブレード２０を退避位置に戻すことにより、本発明による電解質膜耳部
分の処理は終了する。
【００１３】
　図２に示す処理装置は、さらに、折り込みブレード１０の横移動を制御する機構１５と
、形成された膜電極接合体５の横移動を制御する機構１６を備える点で、図１に示した装
置と相違する。この装置を用いて本発明の方法を実施するに当たっては、帯状の電解質膜
１の送り装置の送りを開放するとともに、図２（ａ）に示すように、膜電極接合体横移動
機構１６によって、膜電極接合体５を挟持する。さらに、折り込みブレード１０の板部材
１１，１１および切断ブレード２０を電解質膜耳部分１ａに近接した位置に移動させる。
【００１４】
　その姿勢で、折り込みブレード１０ａ，１０ｂにおける上下に隔離している板部材１１
，１１を、互いに交叉する位置まで移動させる。その移動に合わせて、図２（ｂ）に示す
ように、対向する折り込みブレード横移動機構１５、１５、および対向する膜電極接合体
横移動機構１６、１６を、互いに接近する方向に所要の距離だけ移動させる。移動距離は
、電解質膜耳部分１ａの部分が、無理のない状態で前記折り込みブレード１０ａ，１０ｂ
によって所要に折り込まれるだけの距離であることが好ましい。それにより、引っ張りに
より不用意に電解質膜耳部分１ａが破断するのを回避することができる。
【００１５】
　次に、図２（ｃ）に示すように、切断ブレード２０を下方に退避した位置から電解質膜
耳部分１ａを越えて上昇した上昇位置まで移動させ、電解質膜耳部分１ａを切断する。切
断後、膜電極接合体横移動機構１６、１６をさらに互いに近接する方向に横移動させて、
膜電極接合体５、５の端部が折り込みブレード１０ａ，１０ｂに接触した姿勢とし、その
姿勢で折り込みブレード１０ａ，１０ｂを引き抜く。それにより、電解質膜耳部分１ａは
折り込まれた姿勢をそのまま維持した状態で、膜電極接合体５の端部と切断ブレード２０
との間に保持される。
【００１６】
　次に、図２（ｄ）に示すように、前記した局所的加熱手段３０を前記折り込まれた電解
質膜耳部分１ａに近接させ加熱する。必要に応じて、さらに膜電極接合体横移動機構１６
、１６を近接する方向に横移動させる。それにより、図２（ｅ）に示すように、折り込ま
れた電解質膜耳部分１ａ部分は溶融して一体化し、同時に、それぞれの膜電極接合体５の
端部を、シールした状態で覆うようになる。すなわち、図１に示した場合と同様に、電解
質膜耳部分１ａは加熱溶融されて膜電極接合体５の端部ガスケット６として加工される。
この場合、加熱の度合いにより、ガスケット化した電解質の物性を変化させることも可能
であり、所望の高いガスケット機能を保持させることもできる。最後に、切断ブレード２
０を退避位置に戻すことにより、本発明による電解質膜耳部分の処理は終了する。
【００１７】
　なお、図示しないが、前記局所的加熱手段３０が電解質膜耳部分１ａの折り込まれた部
分に対向する面を、電解質膜耳部分が加熱溶融して形成される端部ガスケット部の形状に
沿う形状としておくことにより、所望の形状の端部構造を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明による電解質膜耳部分の処理方法の第１の形態を説明する図。
【図２】本発明による電解質膜耳部分の処理方法の第２の形態を説明する図。
【符号の説明】
【００１９】
１…帯状の電解質膜、
１ａ…触媒層等が積層されていない電解質膜部分（本発明での電解質膜耳部分）
２…触媒層、
３…ガス拡散層、
５…膜電極接合体、
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６…電解質樹脂で作られた端部ガスケット、
１０ａ，１０ｂ…一対の折り込みブレード、
１１…折り込みブレードの板部材、
１５…折り込みブレード横移動機構、
１６…膜電極接合体横移動機構、
２０…切断ブレード、
３０…局所加熱できる加熱手段、

【図１】 【図２】
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